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 本学では「世界トップレベルの医学を地域へ」の理念に則り、有能な医学者・医師とな

るために必要な医学に関する基本的知識・技能と医の心とを教授し、医学の深奥を究め人

類の福祉に寄与する医療人を育成することを教育理念として、これを実現するために次の

とおりカリキュラムを策定する。 

 

１．医学知識の教授と問題対応能力の育成 

  基礎医学では生命現象と人体の構造・機能、疾患の成り立ちや薬物療法の基礎を修得

させるために系統講義を行い、さらに自ら学ぶ中で課題を探索し解決する能力を育むた

めに演習や実習を行う。臨床医学では症候・疾患・病態を修得させるために、修得した

基礎医学に立脚した系統講義や演習を行い、さらに臨床的課題に適切に対応し根拠に基

づいた医療を実践する能力を育成するために、診療参加型臨床実習を行う。  

 

２．診療技能と医の心の育成 

  患者の肉体的な痛みや心の状態に配慮した対応能力を身につけさせるために、総合診

療学などのプライマリケア教育を実施する。  

 

３ コミュニケーション能力の育成 

  患者とその家族はもとより、チーム医療従事者との良好な信頼関係を築く上で不可欠

なコミュニケーション能力を身につけさせるために、医学概論や人権教育などの講義を

行い、さらにロールプレイなどによるグループ学習や臨床実習を取り入れる。  

 

４ 科学的探究心の育成 

  医学・医療に問題意識を持って向き合い、その課題を科学的に解決する上で必要な実

験的研究や調査研究の重要性を認識させ、高い倫理観をもった研究マインドを涵養する

ために、基礎・社会医学教室への研究配属等を実施する。  

 

５ プロフェッショナリズムの育成 

  幅広い教養や豊かな人間性を養うために、人文社会科学や自然科学等を履修させると

ともに、学生の多様な学習意欲に応えるべく京都三大学教養教育共同化科目の受講を推

進するなど充実した教養教育を実施する。また、自ら課題を探究し解決する能力や、高

い倫理観を持ち安全で信頼される医療を実践する能力を育成するために、課題発見型教

育や医療倫理教育を充実させるとともに、グループ学習等を用いたアクティブ・ラーニ

ングによる学修を実施する。  



６ 社会における医療の実践 

  地域の保健・医療の重要性や日本及び世界の医学・医療の現状や課題を理解させ、チ

ーム医療に貢献できる高い素養を持つ人材を育成するために、社会医学の系統講義を行

う。さらに、学習した社会医学の知識を基盤とし、地域保健実習や京都府北部地域での

臨床実習を含む重層的な実地教育を通して現代の医療の課題を体験・理解させる。  

 

７ 国際的視野の涵養 

  国際的な視野で医学・医療を実践できる能力を身につけられるよう、低学年から高学

年次にわたる継続的な英語教育を実施する。また、国際社会における医学・医療の現状

を理解させるために、交換留学等の国際交流を積極的に推進する。  

 

８ 生涯にわたって共に学ぶ姿勢の涵養 

  医師・医学者に必要な知識・技能を生涯にわたって修得し続ける向上心や科学する心・

所作を身につけさせるため、教養教育分野と専門医学分野の枠を超えた横断的な総合講

義・実習を行うとともに、学年縦断的な講義・実習も実施する。  

 

９ 成績評価 

  各科目において掲げられた到達目標と成績評価基準に従って、公正で透明性の高い成

績評価を行うとともに、修学成果を組織的に評価することにより教育の質保証に向けた

取り組みを行う。  


